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希望に胸ふくらむ春
　市内小中学校の入学式が4月5日（月）・6日（火》に行われました。この春、

市内で小学一年生になった子どもたちは425人。中学校では499人が新一

年生となりました。東小学校では4月5日（月）に、60人の子どもたちが元

気に入学式にのぞみました。式典では上級生や先生、保護者らが拍手で

迎える中を元気に入場。一人ずつ名前を読み上げられると「ハイッ」と

力強く返事をしていました。続いて校長先生やPT　A、地域の皆さんか

ら祝福を受けた後、教室に分かれてクラスメイトと初のご対面。これか

ら始まる小学校生活に、子どもたちの目は美しく輝いていました。

　　〉小・中学校学区審議会答申

　〉市議会議員選挙のお知らせ

　　　　　　レ市政功労者表彰

レきものまつり・成人式のお知らせ

　　　　〉春のスタートこだま号

　　　　　レ市関係の人事異動

　　　　〉市の機構と主な仕事

　　　　　　　レ市民のページ

　　　　　　レスポットNEWS

　〉お知らせ・インフォメーション
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膿鰻、1

　十日町市立小・中学校学区審議会（滝沢洋一委員長・委員20人）の「市内小中

学校の適正規模ならびに適正な通学区域」に関する最終答申がまとまり、3月25

日に市役所で滝沢委員長から渡邊真人市教育委員長に答申書が手渡されました。

答申には「望ましい一学級あたりの児童数・一校当たりの学級数・通学区域、各

校ごとの統合計画」などが示されています。教育委員会では答申結果を踏まえ、

今後も広く市民の意見を聴きながら、具体的対応を進めていくことにしています。

学区再編や学校の統合には、何よりも市民の理解や地域の合意を欠かすことがで

きません。豊かな教育環境を実現するためにも、より多くの皆さんから課題への

ご理解とご協力をお願いします。

瀧
動
、
、
縷
遇

　
少
子
化
社
会
へ
の
推
移
と
と
も
に
、

当
市
に
お
い
て
も
小
中
学
校
の
小
規

模
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
確
実
で

す
。
そ
こ
で
、
昨
年
1
月
2
2
日
に
十

日
町
市
教
育
委
員
会
は
「
市
内
小
中

学
校
の
適
正
規
模
な
ら
び
に
適
正
な

通
学
区
域
の
設
定
」
に
つ
い
て
の
諮

問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
発
足
し
た
の
が
「
十
β
町
市
立

小
・
中
学
校
学
区
審
議
会
」
（
以
下
審

議
会
と
い
う
）
で
す
。
審
議
会
は
2
0

人
の
委
員
全
員
が
で
き
る
だ
け
共
通

の
認
識
に
立
っ
て
検
討
す
る
こ
と
を

第
一
義
と
考
え
、
当
市
の
歩
み
と
現

状
の
学
習
・
す
べ
て
の
学
校
と
学
区

の
視
察
か
ら
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
全
体
会
で
問
題
点
を
抽

出
し
、
細
部
に
検
討
を
加
え
る
た
め
、

3
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
て
集
中
審

議
の
方
法
を
と
り
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
考
え
に
耳
を
傾
け
る
よ

う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
最
終
答
申
が
出
さ
れ
る
ま
で
に
、

合
計
2
5
回
の
視
察
や
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
終
答
申

ま
と
ま
る

．
縫
趨
の
藤
義

　
市
内
に
お
け
る
小
学
校
の
配
置
は

本
校
1
9
校
、
分
校
2
校
（
休
校
2
分

校
を
除
く
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
5
学
級
以
下
の
小
規
模
校
は

本
校
9
校
、
分
校
2
校
と
ほ
ぼ
半
分

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
児
童

数
が
2
0
人
以
下
の
学
校
は
1
0
年
度
で

8
校
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
う

ち
の
5
校
は
1
0
人
以
下
の
極
小
規
模

で
す
。

　
小
規
模
校
に
は
教
職
員
と
児
童
と

の
人
間
的
な
触
れ
合
い
や
、
き
め
細

か
な
学
習
・
生
活
指
導
が
可
能
で
あ

っ
た
り
、
施
設
設
備
の
ゆ
と
り
あ
る

利
用
が
で
き
る
と
い
っ
た
利
点
が
み

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
教
職
員
組
織

や
複
式
学
級
が
抱
え
る
諸
問
題
か
ら
、

よ
り
よ
い
学
校
運
営
や
教
育
の
充
実

を
図
る
う
え
で
様
々
な
困
難
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　
市
内
の
小
規
模
校
は
今
後
さ
ら
に

児
童
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
学
校

の
勢
い
が
弱
ま
っ
て
い
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
小
規

模
校
を
適
正
規
模
の
学
校
に
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
短
所
と

さ
れ
て
い
た
多
く
の
問
題
点
を
解
決

　　　灘灘購す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
教
育
の

機
会
均
等
や
教
育
水
準
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

，
弊
校
⑲
適
亜
耀
模

【
小
学
校
】
⑦
一
学
級
あ
た
り
の
児

童
数
は
、
少
な
く
と
も
2
0
人
以
上
を

望
ま
し
い
人
数
と
す
る
。
④
一
校
あ

た
り
の
望
ま
し
い
学
級
数
は
、
各
学

年
2
～
3
学
級
、
学
校
全
体
で
1
2

～
1
8
学
級
と
す
る
。
た
だ
し
、
学
校

の
歴
史
的
背
景
や
地
域
住
民
の
意
思

等
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
以
下
で
も

や
む
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
で
も
一
校
あ
た
り
6
学
級
以
上
と

す
る
。
◎
分
校
・
冬
季
分
校
は
原
則

と
し
て
廃
校
と
す
る
。

【
中
学
校
】
中
・
高
一
貫
教
育
の
方

針
が
文
部
省
お
よ
び
県
か
ら
示
さ
れ
、

今
後
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
市
内
中
学
校
の
適
正
規

模
は
当
面
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

【
通
学
区
域
】
小
学
校
は
現
在
の
中

学
校
区
内
を
通
学
区
域
と
す
る
。
中

学
校
に
つ
い
て
は
当
面
現
行
ど
お
り

と
す
る
。

、
統
倦
諜
．
画

○
赤
倉
小
学
校
↓
十
日
町
小
学
校

○
真
田
小
学
校
↓
鐙
島
小
学
校

○
名
ケ
山
小
学
校
↓
吉
田
小
学
校

○
東
下
組
小
学
校
↓
下
条
小
学
校

○
飛
渡
第
二
小
学
校
・
飛
渡
第
二
小

枯
木
又
分
校
↓
飛
渡
第
一
小
学
校

〇
六
箇
小
学
校
・
八
箇
小
学
校
↓
川

治
小
学
校
　
○
野
中
小
学
校
↓
水
沢

小
学
校
　
○
馬
場
小
学
校
珠
田
分
校

↓
馬
場
小
学
校

、
寒
慮
囎
⑲
課
題

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
①
教
育
委
員

会
は
地
域
住
民
の
意
思
を
十
分
に
尊

重
し
、
教
育
的
配
慮
に
基
づ
く
総
合

的
判
断
か
ら
統
廃
合
を
進
め
る
。
②

統
廃
合
は
第
1
期
（
平
成
1
2
～
1
6
年
）

と
第
2
期
（
平
成
1
7
年
～
2
1
年
）
の

2
段
階
方
式
と
す
る
。
め
や
す
と
し

て
第
1
期
に
児
童
数
1
0
人
以
下
を
統

廃
合
し
、
ほ
か
は
第
2
期
に
行
う
。

な
お
、
付
帯
意
見
に
十
分
配
慮
す
る
。

③
統
合
後
、
受
入
校
の
運
営
上
の
問

題
や
児
童
の
教
育
効
果
に
及
ぼ
す
影

響
を
考
慮
す
る
こ
と
。
④
通
学
時
間

は
片
道
お
よ
そ
3
0
分
を
め
ど
と
し
、

年
間
を
通
し
て
自
宅
か
ら
通
学
で
き

る
よ
う
に
す
る
、
な
ど
の
事
項
を
掲

げ
ま
し
た
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
当

分
の
間
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会

　
事
務
局
（
智
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
。
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4月25日◎は
十日町市議会議員一般選挙の
　　　　　　　投票日です

　　　幡愈鶴賄撫§

じ＝⊃　　　　　　　　　　　．

「未来への希望たくして一一票を」
　　　　　　…これは水落久美子さん（山新田）の啓発標語です

投
　
4
月
3
0
日
任
期
満
了
に
よ
る
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、

4
月
1
8
日
に
告
示
さ
れ
、
2
5
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
議
会
議

員
選
挙
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
4
年
間
を
託
す
人
を
よ
く
考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
す
る
に
は
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

が
投
票
で
き
ま
す
。

■
年
齢
要
件
　
投
票
日
現
在
で
満
2
0

　
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
昭
和
54
年

　
4
月
2
6
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
。

■
住
所
要
件
　
1
月
1
7
日
以
前
か
ら

　
十
日
町
市
に
住
所
を
有
し
、
投
票

　
日
に
引
き
続
き
住
所
が
あ
る
人
。

投
票
で
き
な
い
騰
備
・
　
…
㎜
…
…
…
…
…
…
…
…
㎜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
…
…
　
…
…
…

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
投

票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
さ
れ
た
人

及
び
、
公
職
選
挙
法
第
1
1
条
で
定
め

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
1
月
1
8
日
以
降
に
市
外
か

ら
転
入
し
て
き
た
人
は
名
簿
に
登
録

さ
れ
な
い
の
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

不　
投
票
日
に
仕
事
や
用
事
、
旅
行
で

い
な
い
人
等
は
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ロ
期
間
　
4
月
1
8
日
（
告
示
日
）
か

　
ら
4
月
2
4
日
（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で

■
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

8
時
ま
で
（
昼
休
み
も
受
け
付
け

ま
す
）

■
場
所
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー

1
階
選
挙
事
務
室

■
持
参
す
る
物
　
入
場
券
（
手
元
に

届
い
て
い
る
場
合
）

■
入
院
ま
た
は
入
所
中
の
人
　
県
の

指
定
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
病

院
や
施
設
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
病
院
な
ど
の
職
員
に
申

　
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投票時間が変更になる投票所（敬称略）

■
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
人
　
出
稼
ぎ

　
や
単
身
赴
任
の
た
め
、
市
外
で
生

　
活
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
選

　
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

　
は
、
投
票
用
紙
等
を
十
日
町
市
選

　
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ

　
さ
い
。

投　
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午

後
8
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
別
表

の
投
票
所
で
は
閉
鎖
時
刻
を
4
時
ま

た
は
5
時
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
入

場
券
で
確
認
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。開

開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
9
時
か

ら
本
町
6
丁
目
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
す
。

投　
投
票
所
入
場
券
は
今
回
か
ら
、
は

が
き
の
大
き
さ
に
圧
着
し
た
も
の
を

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
郵
送

す
る
用
紙
（
は
が
き
）
に
は
、
1
枚

に
つ
き
有
権
者
6
人
を
記
載
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
紙
（
は

が
き
）
に
は
ミ
シ
ン
目
が
入
っ
て
い

ま
す
の
で
、
有
権
者
は
そ
れ
ぞ
れ
を

切
り
離
し
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

鷺
選
挙
縫
関
雛
る
お
闘
燃
懸
瀬
慧

　
絃
欝
選
挙
離
務
叢
薦
饗
籔
…
馨

　
墾
霊
歪
爾
線
慧
墨
歪
・
怒
茎
馨
耀

　
織
¢
、

毅ii慕購 殺　蘂　灘　懇 繍鎖購製

第5投票区 十日町市公民館津池分館 午後4時

6 庭　野　栄　松　宅 〃

7 赤　倉　小　学　校 〃

13 池　谷　集　会　所 〃

14 飛渡第二小学校 〃

15 飛渡第二小学校枯木又分校 〃

16 飛渡第一小学校三ツ山分校 〃

26 船　坂　公　民　館 〃

27 レ・ス　トランゆも　と 〃

31 真　田　小　学　校 〃

32 名　ケ　山　小学　校 ノノ

36 東下組地区生活改善センター 〃

37 二　子　集　会　所 〃

38 塩　野　集　会　所 〃

44 細尾ふれあいセンター 午後5時

45 野　中　小　学　校 午後4時

46 鍬柄沢集会所 〃

47 当　間　集　会　所 〃

48 野中小学校大石冬期分校 〃

49 水沢小学校南雲冬期分校

　　　　D
〃

51 馬場小学校珠田分校 〃
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団体に市民ほう賞24人、

…
…
｝
　
ミ

　
平
成
m
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
3
月
3
1
日
㈱
に
市
役

所
で
行
わ
れ
、
個
人
24
人
、
1
団
体
の
皆
さ
ん
に
本
田
市
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
晶
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
長
年
、
地
方
自
治
や
教
育
文
化
、
産

業
振
興
、
道
路
維
持
、
福
祉
、
保
健
体
育
、
防
災
、
統
計
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
、
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
市
政
功
労
者
と
し
て
、
十
日
町
市
ほ
う
賞

規
則
に
基
づ
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
自
治
功
労

高
橋
平
八
さ
ん
（
64
歳
・
上
町
）

大
島
廣
榮
さ
ん
（
65
歳
・
蕨
平
）

南
雲
金
一
さ
ん

　
　
　
（
6
8
歳
・
田
中
町
東
）

小
川
徳
久
さ
ん

　
　
　
（
62
歳
・
五
軒
新
田
）

馬
場
良
朗
さ
ん
（
63
歳
・
河
内
町
）

蕪
木
芳
松
さ
ん
（
8
3
歳
・
神
明
町
）

池
田
　
幸
さ
ん
（
6
8
歳
・
嘉
勝
）

▼
教
育
文
化
功
労

竹
内
貫
一
さ
ん
（
61
歳
・
内
後
）

田
村
政
治
さ
ん
（
8
4
歳
・
諏
訪
町
）

西
郷
道
子
さ
ん
（
7
0
歳
・
西
寺
町
）

▼
産
業
振
興
功
労

長
谷
川
實
さ
ん
（
6
4
歳
・
本
町
2
）

塚
田
定
良
さ
ん

　
　
　
（
6
8
歳
・
千
代
田
町
）

松
山
圓
次
さ
ん

　
　
　
（
78
歳
・
美
雪
町
2
）

南
雲
幸
三
さ
ん

　
　
　
（
72
歳
・
本
町
6
1
2
）

▼
道
路
維
持
功
労

宮
澤
良
正
さ
ん
（
5
5
歳
・
伊
達
1
）

▼
福
祉
功
労

高
野
ミ
チ
エ
さ
ん

　
　
　
（
72
歳
・
土
市
5
）

▼
保
健
体
育
功
労

林
偉
賢
さ
ん
（
7
6
歳
・
丸
山
町
）

水
落
ト
ミ
さ
ん

　
　
　
（
8
5
歳
・
下
条
本
町
）

樋
ロ
タ
ツ
さ
ん
（
7
3
歳
・
岩
野
）

新
座
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
会
長
　
大
久
保
善
雄
さ
ん
）

野
澤
　
茂
さ
ん

　
　
　
（
6
3
歳
・
春
日
町
2
）

▼
防
災
功
労

高
田
勝
之
さ
ん

　
　
　
（
5
5
歳
・
四
日
町
2
）

春
川
千
昭
さ
ん

　
　
　
（
5
6
歳
・
西
枯
木
又
）

▼
統
計
功
労

中
林
秀
一
郎
さ
ん
（
7
9
歳
・
中
町
）

熊
木
源
一
さ
ん

　
　
　
（
7
7
歳
・
春
日
町
2
）

4
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辮㎜撚

鮎
、
難
灘
難
灘
灘
騨
山
菜
－

蝿羅鯉縣

懸
．
講
．
ー

　
　
　
叢
藤
　
　
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遙

曝
，
　
　
　
－
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
懲
　
　
縄
灘
談
　
　
　
　
．
蒔
，
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
う

嚇
．
－
縫
　
　
罷
撒
難
　
　
　
　
ウ
麟
磁
麺
　
灘
鰻
．
緩
羅
、

灘
簸
．
鍵
難
蟻
’
、
継
　
　
　
ー
、
窪
・
鵬
欝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
、
φ
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ゾ

　
▼
¶

聯

　
　
　
　
　
　

鍾麟籔．　
　
灘
鐵

　
ド
き
　
　

鰻
難
馨

　
鯉
　
懲
鐵

　
　嚢
灘

呂
灘
鑓
㎜
羅

　
き
も
の
の
里
を

　
　
　
き
も
の
で
歩
こ
う

　
日
本
の
伝
統
美
“
き
も
の
”
を
着

て
、
き
も
の
ま
つ
り
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
き
も
の
を
持
参
い
た
だ

か
な
い
皆
さ
ん
に
も
、
十
日
町
の
振

袖
、
紬
、
付
下
げ
を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
集
合
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6

　
－
1
）

■
と
　
き
　
3
日
㈲
・
憲
法
記
念
日

　
▼
受
付
・
着
付
け
甘
午
前
8
時
3
0

　
分
～
▼
市
内
見
学
H
1
0
時
3
0
分
～

　
▼
昼
食
H
正
午
～
▼
き
も
の
ま
つ

　
り
参
加
H
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

■
定
員
・
参
加
費
　
▼
き
も
の
持
参

　
の
人
H
1
0
人
（
き
も
の
の
種
類
は

　
自
由
）
、
2
千
円
　
▼
持
参
さ
れ
な

　
い
人
H
先
着
3
0
人
（
振
袖
2
5
人
、

　
紬
ま
た
は
付
下
げ
5
人
）
、
5
千
円

　
※
参
加
費
は
着
付
料
、
昼
食
、
記

聯　
　
　
　
　
　
　
　
汐

　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
び

　
　
　
　
　
　
　
　
願
繋
紳
羅
『

　
　
　
　
　
肇
短
．
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠

　
念
品
、
き
も
の
貸
出
料
で
す
。
当

　
日
、
受
付
に
て
支
払
い
。

■
持
参
す
る
も
の
　
▼
き
も
の
持
参

　
の
人
”
き
も
の
一
式
▼
持
参
さ
れ

　
な
い
人
擁
白
足
袋
、
裾
よ
け
、
タ

　
オ
ル
（
4
～
5
枚
）

■
申
込
先
　
十
日
町
市
観
光
協
会

　
（
市
役
所
内
盈
5
7
－
3
3
4
5
）

　
へ
。

織
き
も
の
掘
り
出
し
市

　
お
買
い
得
な
す
て
き
な
商
品
を
と

り
そ
ろ
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
は
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
と
き
2
日
㈲
～
5
日
㈱

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1

　
1
）
響
織
体
験
広
場

　
ロ
ー
ケ
ツ
染
め
・
摺
り
友
禅
・
絞

り
染
め
・
手
織
体
験
コ
ー
ナ
ー
。
染

色
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

創
作
実
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
3
日
㈲
・
憲
法
記
念
日

■
と
こ
ろ
　
本
町
3
（
旧
十
日
町
商

　
事
前
）

響
楽
し
み
抽
馨

　
き
も
の
姿
で
、
豪
華
景
品
が
あ
な

た
の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
き
も
の
を

着
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
3
日
㈲
・
憲
法
記
念
日

目
と
こ
ろ
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
（
本
町

　
3
・
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
）

懸　
き
も
の
ス
ト
リ
ー
ト

　
2
日
㈲
、
3
日
㈲
。
本
町
通
り
、

高
田
町
通
り
、
駅
通
り
の
各
商
店
街

の
ウ
ィ
ン
ド
ー
が
、
あ
で
や
か
な
“
き

も
の
”
の
展
示
館
に
な
り
ま
す
。

吊
2
目
㈹
正
午
か
ら
午
後
2
時

■
と
こ
ろ
　
塩
之
又
森
林
組
合

■
会
　
費
　
4
千
円

■
定
員
　
1
5
0
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
先
　
4
月
2
6
日
月
ま
で
に
会

費
を
添
え
て
申
し
込
み
の
こ
と
。

〈
直
接
申
込
〉
市
観
光
協
会
ま
た
は

ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1
1
）
へ
。

〈
電
話
申
込
〉
農
林
課
林
政
農
災
係

　
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
ま
た
は
林

福
市
（
a
52
i
2
2
2
0
）
へ
申

し
込
み
後
、
郵
便
振
替
で
会
費
納

入
の
こ
と
。

おめでとう成人式

■5月3日（月）・憲法記念日

■クロスm大ホール（本町6－1）

■11：00～12：15（受付10：30）

會記念式典（11：00～）

　　　市民憲章朗読・お祝いのことば

會記念コンサート（11二30～）

　　　　　　　　　　　中南米音楽

　　　　　　　　　　　～いま大地の息吹き

　　　　　　　　　　ギター・ボーカルデュオ

　　　　　　　　　　のロス・デル・セキヤの

　　　　　　　　　　コンサートです。

■問合せ　公民館本館

（盈57－5011）へ。
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ヱア砲ビ’7ス教室
　要講灘・．．建．鑓劔．

エアロビクスでいい汗流しません

か。総合体育館では第1期エアロビ

クス教室を5月より開催します。

ただ今参加者受付中。ふるってご

参加ください。『（電話予約可・先着順・

中学生不可）ロ総合体育館には2期

以降の年間予定表もあります。

【ソフトエアロビクス教室】

足腰への負担の少ない動作で、安

心して参加できます。（定員50人）

〉目時＝5月10日～6月28日の毎週

月曜日午前10時～11時15分

【エアロビクス教室】

初心者から慣れてきた人を対象に

した、基本的なエアロビクスクラス。

（定員150人）

レ日時＝5月13日～7月1日の毎週

木曜日午後7時30分～8時45分

■申込み・問合せ二総合体育館（智

52－4377）へ。

移動図書館「こだま号」で、心に響く1冊と出会ってみませんか。なお、貸出

文庫はデータ登録のため秋までお休みします。ご了承ください。

難1『麹瑠 、　　　　　　灘、灘　　一・　饗　　翻　　灘

鑛
蓬
ゆ
麹三
肱
鑑

水曜
新　　　　水
13：00～13：25

飛渡第一小学校

山　新　田
13＝35～14：00

飛渡第二小学校

東枯木又
14：50～15＝20

枯木又分校

上新田　1
16：00～16＝30

長寿広場前

木曜
赤　　　　倉
10：20～10：50

赤倉小学校

田　　　　麦
13：10～13140

六箇小学校

新　　座　　3
15：15～15：45

新座保育園

四　日　町　1
16：00～16：30
大井田コミュニティセンター

金曜
漉　　　　野
10＝10～10：40

東下組小学校

池　　之　　平
13：15～13：45

八箇小学校

・1i雛

譲．』

糞　『』

・
甕
灘

・
灘

蒙i

水曜
珠　　　　川
10：30～11：00

珠田分校

馬　　場　　2
13：00～13：30

馬場小学校

谷内丑2
16：00～16130

市営住宅

木曜
吉田山谷
10：35～11：05

吉田小学校

南　鐙　　坂
13＝00～13：30

鐙島小学校

鉢　　　　2
13：45～14：15

真田小学校

名　　ケ　　山
14：40～15：10

名ケ山小学校

金曜
野　　　　中
12＝50～13：20

野中小学校

馬　　場　　1
14：50～15：20

平　　成　　園

大黒沢　1
15：40～16：10

森の保育園

◆「こだま号」は4月から十日町情報館（西本町盈57－4137）が運営します。

◆利用は1人5冊以内、次の巡回まで借りられます。◆ステーションの設置希望

や本のリクエストはご連絡ください。◆8・9月は休みます。◆学校・保育園の

ステーションも気軽にご利用ください。

四
日
町
・
中
条
地
区
が
構
造
改
善
局
長
賞
を
嚢
賞

　
3
月
U
日
㈱
に
農
林
水
産
省
で
行
わ
れ
た
平
成
工
O
隼
度
農
業
構
造
改
善

優
良
地
区
表
彰
に
お
い
て
、
四
日
町
・
中
条
農
業
構
造
改
善
地
区
鑓
構
造

改
善
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
同
地
区
で
は
、
ほ
場
整
備
後
の
農
業
構
造

改
善
に
取
り
組
み
、
「
米
＋
え
の
き
茸
」
「
米
＋
ゆ
婆
」
に
よ
る
複
奮
営
農

の
確
立
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
稲
作
生
産
の
合
理
化
と
鶉
全
国
屈
指
陰
庭

ま
で
成
長
し
た
茸
生
産
の
実
績
が
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
箆
結
果
響
薩
。

波
形
罠
一
さ
ん
に
県
内
ト
ツ
プ
経
営
体
表
彰

　
県
内
の
園
芸
生
産
の
拡
大
や
晶
質
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
る
、
新
潟
県

園
芸
生
産
拡
大
推
進
表
彰
に
お
い
て
、
波
形
良
一
さ
ん
（
魚
之
国
州
）
溺

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．
波
形
さ
ん
は
昭
和
5
0
年
代
に
ア
ス
パ
ラ
栽

培
を
始
め
、
現
在
も
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
春
か
ら
秋
ま
で
の
聞
に
、
毎

年
1
0
ト
ン
の
生
産
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
卓
越
し
た
栽
培
技
衛
が
評
価
さ
れ

た
今
回
の
受
賞
式
は
、
3
月
1
7
日
㈱
に
三
条
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参加鴇錺クリーン作戦』

　平成2年か蔭春と秋に実施しているクリーン作戦を今・

年も十矯町地域広域β帝町村灘圃園実施し塞す。新緑欝1

譲溝鷺藪糠季簸．、謹蒙の鞍嫌灘織麟懸蒙激鐡鷺黎纏燕磁

・嫌瀬懸灘鶏慧難i簗i鑛鞭簾難繊謬饗灘嚢灘籔輪

灘擬　欝遜i灘籔驚選籔鹸勲襲難璽議叢灘麟

誉葵施讐所　妻繕諜i灘難灘海瓢麟鰻籟欝鷹瀞繍灘難鐵一叢

　慧饗灘麟鱗　糠勲譲磯撒臨擁懇懸鐘繍

難…蟹撒麟灘雛繭麟灘懲
鍵幾難灘鵜雛鞭雛欝灘
縫灘　　縷購雛灘獲．婁欝灘繋鐵懸護難硬灘難懸灘

一
．
難
騨灘灘鑛鑛聾灘、1、灘

　　　　　　　　　　　　　　　　篤　　　　　騨　　　　　　　　　 馨綿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購
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3
月
31
日
付
け
と
4
月
1
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
補
佐
級
以

上
の
異
動
と
退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
、
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

〈
課
長
級
〉
2
0
人

▼
企
画
人
事
課
長
（
総
務
課
長
・
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
）
村
山
正
隆
▼
総
務

課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
市

民
生
活
課
長
）
大
島
貞
二
▼
市
民
生
活
課

長
（
企
画
人
事
課
参
事
課
長
補
佐
）
池
田

春
夫
▼
農
林
課
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局

長
（
農
林
課
長
）
越
村
幸
夫
▼
下
水
道
課

長
（
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
長
）
佐
藤

一
昭
▼
会
計
課
長
（
学
校
教
育
課
長
補
佐

学
校
教
育
係
長
）
上
村
松
雄
▼
庶
務
管
理

課
長
（
博
物
館
長
・
文
化
財
課
長
）
風
間

栄
光
▼
学
校
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事
）
渡
部
則
夫
▼
社
会
教
育
課

長
・
公
民
館
長
（
社
会
教
育
課
長
・
公
民

館
長
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
・
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）
関
ロ
弘
治
▼
体
育

課
長
（
庶
務
管
理
課
長
補
佐
庶
務
管
理
係

長
）
保
坂
雅
男
▼
博
物
館
長
・
文
化
財
課

長
（
会
計
課
長
）
山
田
正
毅
▼
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事
次
長
）

熊
木
剛
▼
情
報
館
長
（
情
報
館
建
設
準
備

室
長
）
宮
沢
孝
美
▼
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
室
長
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
・
社
会
福

祉
事
務
所
次
長
）
宮
新
一
▼
建
設
課
克
雪

利
雪
対
策
室
長
（
農
林
課
参
事
）
春
日
宏

市
郎
▼
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
（
新

潟
県
教
育
委
員
会
・
小
出
町
立
小
出
小
学

校
長
）
野
崎
建
児
▼
企
画
人
事
課
参
事
東

京
事
務
所
長
（
企
画
人
事
課
東
京
事
務
所

長
）
樋
ロ
一
雄
▼
学
校
教
育
課
参
事
中
央

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
（
税
務
課
長
補

佐
管
理
収
納
係
長
）
宮
澤
萬
平
▼
学
校
教

育
課
参
事
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

（
市
民
生
活
課
長
補
佐
国
保
係
長
）
保
坂

功
▼
情
報
館
参
事
副
館
長
事
務
係
長
（
博

物
館
副
館
長
・
文
化
財
課
長
補
佐
）
丸
山

克
巳〈課

長
補
佐
級
〉
2
3
人

▼
企
画
人
事
課
長
補
佐
広
報
広
聴
係
長

（
農
林
課
副
参
事
農
業
振
興
係
長
）
平
野

貞
雄
▼
税
務
課
長
補
佐
資
産
税
係
長
（
税

務
課
副
参
事
資
産
税
係
長
）
大
ロ
守
一
▼

市
民
生
活
課
長
補
佐
市
民
係
長
（
公
民
館

副
館
長
事
業
係
長
・
社
会
教
育
課
長
補

佐
）
小
林
宏
行
▼
健
康
福
祉
課
長
補
佐
保

健
予
防
係
長
・
社
会
福
祉
事
務
所
次
長

（
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
長
）
大
島
勉

▼
下
水
道
課
長
補
佐
事
業
係
長
（
下
水
道

課
副
参
事
事
業
係
長
）
高
橋
久
光
▼
区
画

整
理
課
長
補
佐
事
業
第
一
係
長
（
区
画
整

理
課
長
補
佐
）
遠
田
良
一
▼
庶
務
管
理
課

長
補
佐
庶
務
管
理
係
長
（
建
設
課
克
雪
利

雪
対
策
室
副
参
事
建
築
住
宅
係
長
）
柳
三

代
治
▼
学
校
教
育
課
長
補
佐
学
校
教
育
係

長
（
建
設
課
副
参
事
監
理
係
長
）
上
村
睦

男
▼
文
化
財
課
長
補
佐
文
化
財
係
長
・
博

物
館
副
館
長
（
文
化
財
課
副
参
事
文
化
財

係
長
・
博
物
館
副
参
事
）
阿
部
恭
平
▼
公

民
館
副
館
長
本
館
事
業
係
長
・
社
会
教
育

課
長
補
佐
（
企
画
人
事
課
副
参
事
広
報
広

聴
係
長
）
宇
都
宮
正
人
▼
農
業
委
員
会
事

務
局
副
参
事
次
長
（
総
務
課
管
財
係
長
）

富
井
武
保
▼
市
民
生
活
課
副
参
事
国
民
年

金
係
長
（
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
長
）

庭
山
広
和
▼
市
民
生
活
課
副
参
事
生
活
環

境
係
長
（
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
長
）

村
山
秀
雄
▼
健
康
福
祉
課
副
参
事
健
康
増

進
係
保
健
婦
長
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
保
健
婦
長
）
五
十
川
房
子
▼
健
康
福
祉

課
副
参
事
障
害
援
護
係
長
（
健
康
福
祉
課

障
害
援
護
係
長
）
市
川
講
▼
健
康
福
祉
課

副
参
事
鐙
島
保
育
所
長
（
水
沢
保
育
所
長
）

清
水
孝
子
▼
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
室
副

参
事
高
齢
福
祉
係
長
（
健
康
福
祉
課
高
齢

福
祉
係
長
）
宮
沢
正
隆
▼
建
設
課
副
参
事

土
木
係
長
（
建
設
課
土
木
係
長
）
小
林
義

勝
▼
公
民
館
副
参
事
中
条
地
区
館
長
補
佐

（
公
民
館
中
条
地
区
館
長
補
佐
）
太
田
省

三
▼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
参
事
館
長
補

佐
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
副
参
事
次
長
（
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
次
長
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
館
長
補
佐
）
酒
井
洋
祐
▼
水
道
局
副

参
事
事
務
係
長
（
水
道
局
事
務
係
長
）
阿

部
基
▼
水
道
局
副
参
事
維
持
係
長
（
水
道

局
維
持
係
長
）
南
雲
貞
治
▼
監
査
委
員
事

務
局
副
参
事
・
公
平
委
員
会
書
記
・
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
（
十
日
町
地

域
広
域
事
務
組
合
総
務
課
財
政
会
計
係

長
）
服
部
マ
チ

［
退
職
者
］
2
0
人

▼
若
井
雄
二
（
企
画
人
事
課
長
）
▼
瀬
下

敬
志
（
下
水
道
課
長
）
▼
波
形
卯
二
（
庶

務
管
理
課
長
）
▼
山
田
裕
信
（
学
校
教
育

課
長
…
新
潟
県
教
育
委
員
会
へ
転
出
）
▼

柳
則
夫
（
体
育
課
長
）
▼
樋
熊
幸
治
（
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
高
橋
友
太
郎
（
健

康
福
祉
課
参
事
）
▼
小
山
晃
一
（
学
校
教

育
課
参
事
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
）
▼
富
井
一
男
（
学
校
教
育
課
参
事
・

水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
▼
春
日

勝
（
税
務
課
副
参
事
市
民
税
係
長
）
▼
保

坂
浩
司
（
区
画
整
理
課
副
参
事
事
業
第
一

係
長
）
▼
長
谷
川
林
平
（
市
民
生
活
課
生

活
環
境
係
主
査
）
▼
宮
光
（
庶
務
管
理
課

庶
務
管
理
係
主
査
）
▼
宮
沢
春
子
（
市
民

生
活
課
生
活
環
境
係
主
査
…
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
へ
転
出
）
▼
上
村
節
子
（
下

条
保
育
所
主
任
保
母
）
▼
池
田
知
子
（
高

山
保
育
所
保
母
）
▼
野
上
佳
信
（
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
係
理
学
療
法
士
）
▼
田
中

伊
作
（
総
務
課
総
務
管
理
係
車
庫
長
）
▼

寺
崎
富
司
（
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

自
動
車
運
転
手
）
▼
樋
ロ
ヤ
チ
子
（
川
治

小
学
校
給
食
調
理
員
）

〈
課
長
補
佐
級
〉
6
人

▼
松
之
山
分
遣
所
長
（
小
隊
長
、

警
防
課

長
補
佐
）
山
田
善
一
▼
小
隊
長
、
警
防
課

長
補
佐
（
松
之
山
分
遣
所
長
）
尾
身
誠
司

▼
小
隊
長
、
警
防
課
長
補
佐
（
総
務
課
長

補
佐
消
防
団
係
長
）
樋
ロ
進
▼
総
務
課
長

補
佐
文
書
広
報
係
長
（
小
隊
長
、
警
防
課

長
補
佐
）
江
村
久
▼
消
防
司
令
、
小
隊
長
、

警
防
課
長
補
佐
（
消
防
司
令
補
、
予
防
課

危
険
物
係
長
）
久
保
田
初
男
▼
消
防
司
令

（
消
防
司
令
補
）
吉
沢
勇

［
退
職
者
］
2
人

▼
佐
藤
敏
夫
（
消
防
司
令
長
、
副
署
長
、

小
隊
長
、
警
防
課
長
補
佐
）

▼
田
ロ
勇
蔵
（
消
防
司
令
）

〈
課
長
補
佐
級
〉
1
人

▼
事
務
局
副
参
事
総
務
係
長

務
係
長
）
高
橋
正
司

（
事
務
局
総

月1日

階
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i… 離琵1鰐
1

…
1

議叢圃籏謹獺欝鐸

会
ー
■
事

欝灘雄纏
、

助
．
礫

務

局

■
企
画
人
事
課

「
東
葦
務
所

■
総
　
　
務
　
　
課

「
工
事
検
査
員

■
税

務

課

目
市
民
生
活
課

■
健
康
福
祉
課

　
　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

■
農

（
局
長
“
根
津
正
昭
次
長
”
桑
原
　
功
Y
…
…
…
－
議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理
、
会
議
録
の
作
成

〔
灘
畢
欝
講
…
…
羅
鎧
論
讃
蕪
継
繋
韓
計
画

（
所
長
．
樋
口
一
雄
）
．
…
－
．
．
・
…
…
．
…
．
．
．
．
．
…
・
．
－
…
－
…
中
央
機
関
と
の
連
絡
調
整
・
情
報
収
集
、
物
産
及
び
観
光
の
紹
介
●
宣
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
管
理
係
…
…
市
政
事
務
嘱
託
員
、
防
災
、
庁
舎
管
理

〔
簾
島
馨
蹴
書
鰍
計
讐
繋
嘩
噸
霧
擁
取
馨
離
バ
物
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
財
係
．
．
…
・
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
を
除
く
）
の
取
得
・
管
理
、
土
地
開
発
基
金

（
検
査
員
H
水
落
　
　
勝
）
．
…
…
．
．
．
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
各
種
工
事
の
履
行
・
確
認
・
検
査

・
難
硲
守
羊
欝
収
撫
毅
糠
灘
榊
麺
舞
蕪
課

〔
礫
施
柵
蹄
麩

〔
礫
最
牒
雛

介
護
保
険
室
　
（
室
曇
宮

林

課

■
商
工
観
光
課

■
建
　
　
設
　
　
課

〔
き
対
策
室

■
下
　
水
　
道
　
課

新
、
）
凸
総
盤
騨
難
轡

〔
難
樋
潮
牌
鰍
〕

市
民
係
－
－
－
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
証
明
、
市
民
相
談
、
人
権
擁
護
委
員
、
自
衛
官
募
集

国
民
年
金
係
．
・
…
国
民
年
金
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

国
　
　
保
　
　
係
．
．
－
．
．
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

生
活
環
境
係
－
．
．
．
⊥
父
通
安
全
、
交
通
災
害
共
済
、
環
境
保
全
、
公
害
、
ご
み
減
量
化
、
消
費
生
活
、
防
犯
協
会

保
健
予
防
係
…
．
－
感
染
症
予
防
、
医
療
対
策
、
精
神
保
健
、
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係
．
．
．
．
－
健
康
づ
く
り
、
母
子
・
成
人
・
老
人
保
健
、
機
能
訓
練

児
童
家
庭
係
．
…
・
．
児
童
福
祉
、
保
育
料
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保
護
司
、
家
庭
相
談
員
、
地
域
福
祉
基
金

障
害
援
護
係
．
－
・
．
．
生
活
保
護
、
身
体
障
害
・
知
的
障
害
者
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
旧
軍
人
関
係

保
育
所
．
－
．
．
．
鐙
島
．
高
山
・
川
治
・
下
条
・
西
・
北
原
・
水
沢
保
育
所
、
つ
く
し
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
団
体
育
成

農
業
振
興
係
－
・
．
－
農
業
．
水
産
業
振
興
全
般
、
後
継
者
対
策
、
農
業
資
金
、
畜
産
対
策

林
政
農
災
係
…
・
－
農
林
災
害
復
旧
、
治
山
、
林
道
、
森
林
公
園
、
入
会
林
野

農
　
　
地
　
　
係
．
．
．
．
－
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
計
画
・
調
査
・
実
施

総
合
整
備
係
．
…
－
農
村
総
合
整
備
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
農
道
整
備
・
か
ん
が
い
排
水
事
業

〔
礫
鵬
増
愚
論
エ
糊
政
轡
纏
難
蓋
楼
灘
輸
髄
霧
藷
蜀
労
者
福
祉
対
策

〔
雛
灘
該
〕
臨
糎
騨
隷
蕪
葬
輔
響
趨
講
馨
嚢
菱
．
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
市
計
画
係
－
－
－
都
市
計
画
、
街
路
・
公
園
事
業
児
童
遊
園
地
管
理
、
ほ
く
ほ
く
線
駅
前
広
場
管
理

（
室
長
、
春
日
宏
市
郎
）
｛
灘
宅
轡
驚
講
源
鞍
難
羅

〔
礫
離
無
吊
轡
轡
締
崇
、
．
．
、
．
磁
鍵
灘
無
馨
操
糠
籟
蟷
隷
鎚



教育委員会

鞭羨役癒幽騰斑

教轍展i盤i越誠一．

務局事教育機関

■
区
画
整
理
課

■
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

■
会
　
　
計
　
　
課

■
水

道

局

〔
簾

〔
礫
●

磨
畿
彗
凸
蒙
第
、
一
騨
一
紅
蓮
錘
難
墾
敷
町
霧
路
蓮
幕
羅
鎌
難

一
舘
．
曝
リ
ゾ
ー
－
推
進
係
…
リ
ゾ
ー
－
開
発
の
企
画
・
調
査
・
墾
リ
ゾ
ー
－
開
発
用
地
対
策

鮎
滋

〔
額
蝋
盤
銭
〕

・
庶
務
管
理
課
〔
難
饗
醗
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
最
渡
部
則
夫

■
学
校
教
育
課
醗
携
騨
野
崎
建
児

「
学
校
給
食
共
同
調
理
場
補
（
舞
編
鋤
禺
平

■　■　■

文体社

浄維建事　出
配

水持設務　納
場

係
…
－
現
金
の
出
納
、
小
切
手
の
振
出
、
会
計
伝
票
整
理
、
決
算

係
…
－
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
算
定
・
徴
収

係
…
－
水
道
拡
張
工
事
、
給
水
工
事
の
施
工

係
…
－
送
配
水
管
の
維
持
管
理
、
水
量
・
水
質
対
策
、
水
道
工
事
申
込
受
理

係
…
－
取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理

庶
務
管
理
係
…
…
学
校
施
設
の
建
設
・
整
備
、
教
育
財
産
の
取
得
・
処
分
、
教
員
住
宅

会
教
育

　
　
育

化
　
財

課課課

ド　コ　　ド

情博公報
館

薗物民
書

聾館館
　　　　　　　　　
補課課補課
佐長長佐長

阿山保宇関
部田坂都口
　　　宮恭正雅正弘
平毅男人治
一　　 ）　　　一

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、

学
校
教
育
係
…
－
就
学
事
務
、
教
科
書
の
採
択
、
奨
学
金
、
学
校
給
食

水
沢
場
長
H
保
坂
　
功
）
…
学
校
給
食
の
調
理
・
配
送

社
会
教
育
係
…
…
社
会
教
育
の
企
画
・
立
案
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
管
理

体
　
　
育
　
　
係
…
…
社
会
体
育
施
設
の
設
置
・
管
理
、
体
育
団
体
の
育
成
・
指
導

文
　
化
　
財
　
係
…
…
文
化
財
の
保
護
、
調
査
・
発
掘
、
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
事
務

〔
難
難
轟
区
燃
民
響
一
欝
慧
難
舞
●
水
沢
●
飛
渡

（
館
長
H
山
田
正
毅
副
館
長
H
阿
部
恭
平
）
…
…
…
博
物
館
の
運
営
・
維
持
管
理
、
展
示
会
の
開
催
、
資
料
の
収
集
・
保
管

蝶
額
蓼
凸
鱒
賜
轡
鞭
報
黙
纏
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
長
H
熊
木
　
　
剛
）
…
…
…
施
設
の
使
用
、
講
座
の
開
設
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励
、
青
少
年
健
全
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
－
－
…
…
－
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
、
理
科
教
育
の
振
興
・
専
門
的
調
査
研
究
、
小
学
校
1
9
（
ほ
か
分
校
2
）
、
中
学
校
6

il

l
l

…
…
…

l
l
I
l

選
挙
管
理
委
員
会

監
　
査
　
委
　
員

農
業
委
員
会

■　■　■

事事事

務務務

局局局
（
局
長
”

（
局
長

（
局
長
．

大
島
貞
二
）

鈴
木
勝
司
）

越
村
幸
夫

…
…
…
…
…
－
…
・
…
…
…
…
…
…
選
挙
の
管
理
・
執
行
、
選
挙
啓
発

…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
市
政
執
行
に
つ
い
て
の
監
査
、
公
平
委
員
会

次
長
H
富
井
武
保
）
…
…
…
…
農
地
転
用
、
農
業
者
年
金
、
出
稼
ぎ
者
対
策
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　知って欲しい、

青空の下での快い汗。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係a57－3H　l内線213へ。 雨で練習中断、ミーティングに早変わり

　卿ゾニ畠
　・説か　》
戴　．・

’潔

蟻闘麟講．

アドバンテージ・テニス・クラブ（ATC）は、硬式テ

ニスが大好きな仲間10人が集まり昭和56年にスタートしま

した。この間、様々な職業、年齢の人たちが出会い、テニ

スの社交場みたいな雰囲気で活動を続けてきています。

　5月から11月までは週2回（水・金曜日）、夜7時30分か

　　　　　　　　　らサンスポーツランドを会場
　　　　　　灘一一一　に練習しています。また、オ

　　　　　　　　　フシーズンは南中学校や総合

　　　　　　　　体育館等を借りて練習してい
　　　　　　　　　ます。このほかにも、年1、
　　　　難難灘轟　　　　　　　　　2回ほど長野県の斑尾高原や

　　　　　　　　グリンピア津南等で合宿を行
　　　　　　　　　うほか、十日町地区親善クラ

。プ．一ボ‘馨辮難蕪熱轡
　　　　　　　　て、練習以外の親ぼくの場も

多く持つようにしています。

部員は老若男女、既婚、独身を問わず初心者から上級者

までおり、一時は35人以上にもなりましたが現在は22人ほ

どです。目的も皆それぞれで、大会で上位を狙う人、体力

維持を目的にする人、テニスを覚えたい人など様々ですが、

仲問と楽しくテニスができるのが好きで集まっています。

テニスの一番の楽しさは、青空の下で仲間とラリー（ボ

ールの打ち合い）をしたり、自分の思うようなショットが

打てたりした時です。この春から何かスポーツを始めたい

と思っている人は多いと思いますが、数あるスポーツの中

で、テニスは性別、世代の違う人たちが一緒に楽しめる最

良の生涯スポーツです。もし、テニスに興味があれば私た

ちと始めてみませんか。もちろん腕に覚えがある人も大歓

迎です。ポジティブな皆さんを、春風とともに仲間全員が

心待ちにしています。問い合わせ先は、事務局・遠田浩（智

57－8814）へ。

o灘備劇麟騨騰嚇鞠輪くへ～麟o鋤馨繭馨嚇蹴㊥⑫

璽
魑
量
ぐ
亀
叢

犠　　　尾身アイさん
　　（稲荷町西盈57－0715）

菱
o
驚　このコーナーでは、登場していただく人を　募集しています。問い合わせは企画人事
　課広報広聴係智57－3111内線213へ。

野
沢
菜
と

　
　
　
卵
の
チ
ャ
ー
八
ン

　
普
段
か
ら
食
べ
な
れ
た
野
沢
菜

や
卵
も
、
ひ
と
工
夫
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
料
理
に

早
変
わ
り
。
冷
め
た
ご
は
ん
も
レ

ン
ジ
で
温
め
て
か
ら
使
え
ぱ
、
さ

ら
に
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
野
沢
菜
漬
け
は
み
じ
ん
切
り
に

　
し
て
か
ら
水
分
を
し
ぼ
る
。

②
ゆ
で
卵
の
白
身
は
細
か
く
き
ざ

　
む
。
ぺ
ー
コ
ン
は
5
㎝
程
度
の

　
幅
で
短
冊
に
切
る
。

◎
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
野

　
沢
菜
と
べ
ー
コ
ン
、
し
ら
す
を

　
入
れ
て
い
た
め
る
。

④
ほ
ど
よ
く
火
が
通
つ
た
ら
、
ご

　
は
ん
を
入
れ
、
中
火
で
い
た
め

　
る
。
こ
の
時
、
野
沢
菜
と
べ
ー

　
コ
ン
か
ら
塩
分
が
出
る
た
め
、

　
塩
の
味
付
け
は
不
要
。
好
み
に

　
よ
り
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
整
え
る
。

◎
器
に
盛
り
、
黄
身
を
す
り
つ
ぶ

　
し
た
も
の
を
上
に
か
け
、
さ
ら

　
に
き
ざ
み
の
り
を
の
せ
て
出
来

　
上
が
り
。

恥顔騨⑬雛翻繋磯灘騨oo

一麟鑓饗騰㊤鱒o

材　料（3人前）

野沢菜漬け…1008
ゆで卵…2個

べ一コン…3枚
しらす…大さじ2

海苔…適宜

ごはん…茶碗2杯

調味料…コショウ適宜

難
　
・

慧
　
　
　
難

　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
繋
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

難　
纏　
灘

叢磯曝醐蜘〉w麟⑳纏鱒刷趨総

70



じょうずに

描けたね〃

⑱北原保育所

欝

…　ポケモンと遊んでいるところだよ。　　宮内　　翔くん

3右がぼくとビリリダマ。左が仲よしの　　　　（5歳）

3直樹くんとミュウツーだよ。大きくな
　

・ったらミュウツーみたいになりたいな。
：

i難認辮鍵　　甑

：　動物が大すき。犬をつれた私と梨乃　　池田江梨花ちゃん
　

．ちゃんがお散歩をしているんだよ。そ　　　　　（5歳）
　

3の中でも一番好きな動物はすずめ。雪

3が消えたらまた動物たちと遊びたいな。
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
昨
年
の
花
見
ツ
ア
ー
の
時
に
初
め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
だ
い
た
山
田
さ
ん
の
あ
さ
づ
き
味
噌
が
田
舎
を
思
い
出
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
以
来
の
お
付
き
合
い
で
す
。
山
菜
や
草
餅
な
ど
も
送
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
●

本気の本音
鋤襲、蟹から㊨へ

て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
庭
に
植
え
た
あ
さ
づ
き
が

増
え
ま
し
た
か
ら
、
遊
び
に
来
て
い
た
だ
き

硯
褥
凝
熱
絵
会
幽

つ
い
つ
い
十
日
町
を
思
い
出
し
ま
す
。

蘭
間
鍵
馨
誤
筋
議
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
灘
、

で
す
ね
。
私
の
方
こ
そ
大
き
な
梅
を
　
　
　
灘
腰
驚
・

送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主
人
と

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
湯
浅
さ
ん
は
じ

め
知
り
合
っ
た
人
た
ち
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

里
帰
り
し
た
時
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
腕
を
ふ
る
っ
て
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

　
上
野
花
見
ツ
ア
ー
で
知
り
合
っ
た
湯
浅
幸
子
さ
ん
（
町
田
市
在
住
、
昭
和
町
1
出
身
。
写
真
右
）
と
、

　
山
田
富
江
さ
ん
（
四
日
町
新
田
3
）
。
4
月
4
日
の
花
見
ツ
ア
ー
で
1
年
振
り
の
再
会
で
す
。

　　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。

　　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係台57－3111内線213へ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●1

璽舞

　
私
は
池
谷
に
4
人
姉
弟
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
池
谷
尋
常
小

学
校
を
卒
業
後
、
1
3
歳
か
ら
6
8
歳
ま

で
の
半
世
紀
以
上
を
機
織
り
に
携
わ

っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

　
一
番
最
初
は
手
織
り
を
学
び
、
1
8

歳
か
ら
2
6
歳
ま
で
は
十
日
町
の
角
田

と
い
う
織
物
会
社
に
、
そ
の
後
は
睦

織
物
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
角

田
で
は
寮
生
活
を
し
な
が
ら
の
生
活

で
す
。
私
の
青
春
時
代
は
食
生
活
も

貧
し
く
、
蒸
か
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
さ

え
大
変
な
ご
ち
そ
う
で
し
た
。
寮
の

仲
間
と
食
べ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
甘
さ

を
今
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
昭
和
1
6
年
、
2
6
歳
の
春
に
結
婚
。

し
か
し
3
か
月
後
に
は
夫
は
召
集
さ

れ
、
そ
の
後
の
6
年
間
を
朝
鮮
と
台

湾
で
戦
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

残
さ
れ
た
私
は
初
め
て
の
農
作
業
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
母
と
い
っ
し
ょ

に
「
銃
後
の
守
り
」
に
つ
い
て
い
た

　　　み　　よ
池田御代さん
（轟木）83歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係奮57－3111内線213へ。

の
で
す
。
昼
は
農
作
業
、
夜
は
出
機
、

冬
は
雪
下
ろ
し
の
生
活
で
す
。

　
2
1
年
に
夫
が
復
員
し
、
そ
れ
か
ら

は
4
人
の
子
供
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

戦
後
は
ど
う
に
か
食
べ
る
こ
と
は
で

き
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
は
味
噌
も

し
ょ
う
油
も
な
い
時
代
で
し
た
。
で

す
が
当
時
を
思
え
ば
、
米
と
野
菜
だ

け
で
も
上
等
だ
っ
た
の
で
す
。

　
ま
た
出
機
の
盛
ん
な
頃
に
は
、
毎

日
夜
な
べ
を
し
た
も
の
で
す
。
村
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
機
の
音
が
響
い
た

時
代
が
本
当
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
機
織
り
に
も
歴
史
が
あ
り
、

お
召
し
、
紬
、
緋
と
移
り
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
ぜ
ん
ま
い
の
綿
を
寄

り
込
ん
だ
糸
を
織
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
今
で
は
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
、
楽
し

く
明
る
い
余
生
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

3
人
の
孫
を
7
年
間
幼
稚
園
に
送
り

迎
え
を
し
た
の
も
良
き
思
い
出
で
す
。

こ
う
し
た
時
代
を
生
き
て
き
た
私
は
、

何
不
自
由
な
い
今
の
生
活
に
感
謝
の

心
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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急斜面のポールを果敢に攻めて、

県初の総合優勝
　
第
1
1
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
が
3
月
2
5

日
㈲
・
2
6
日
働
、
長
野
県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
か

れ
、
児
玉
春
美
さ
ん
（
八
海
高
校
3
年
・
吉
田
中
学
校

出
身
）
が
県
内
選
手
で
は
初
め
て
の
総
合
優
勝
と
い
う

快
挙
を
成
し
と
げ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
3
種
目
で
競

う
も
の
で
、
ス
ー
パ
ー
大
回
転
8
位
、
大
回
転
1
位
、

回
転
2
位
と
い
う
見
事
な
成
績
で
す
。

　
3
月
31
日
㈱
、
児
玉
さ
ん
は
お
父
さ
ん
ら
と
市
長
室

を
訪
れ
、
優
秀
の
美
を
飾
っ
た
大
会
の
様
子
を
報
告
し

ま
し
た
。
こ
の
春
か
ら
は
、
ス
キ
i
強
豪
校
の
専
修
大

学
商
学
部
に
進
学
。
「
い
つ
で
も
全
国
上
位
を
目
指
し
、

イ
ン
カ
レ
で
優
勝
で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
界
柔
ら
か
縮
地
こ
じ
っ
く
り
と
描
き
上
げ
た
作
品
4
0

　
　
世
点
を
展
示
い
た
・
知
野
泰
明
さ
ん
（
本
町
東
－
）
の
染

　
　
の
　
、
　
　
　
　
　
“

の
絵
絵
展
「
四
季
の
彩
景
H
」
が
3
月
2
6
日
燭
～
4
月
4
旧

人
染
㈲
ま
で
公
民
館
本
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
力
れ
絶
た

職
た
出
歩
い
て
撮
っ
た
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
そ
の

の
し
中
に
イ
メ
ー
ジ
を
盛
り
込
ん
だ
山
、
海
、
高
原
、
田
園

純
か
な
ど
の
情
景
が
色
彩
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

る
生
　
き
も
の
の
染
め
を
職
業
と
す
る
技
術
を
生
か
し
て
、

あ
を
＋
数
年
前
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
・
「
織
物
産
業
が
衰
退

統
術
し
て
い
る
中
・
き
も
の
の
技
術
が
別
の
形
で
生
か
さ
れ

伝
技
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
・
そ
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と

　
　
　
　
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
仲
問
と
一
緒
に
外
に
出
て
の
展

　
　
　
　
示
会
開
催
の
夢
も
あ
る
そ
う
で
す
。

スポツト灘

奪

　　鎌
　　　一　　　　　マイケル・コノリー

　We”the　snow　is　disappearing　and　the　days　are
becoming　warmer，S　pring　is　here，1’ve　watched　my　third

years　graduate　and　rve　seen　my　new　first　years　arrive．

　To　the　third　years　l　say　good　luck，what　you　do　with

your　Iife　now　is　up　to　you，

your　destiny　is　in　your　own　hands．Don’t　waste　opportu－

nities　and　never　regret　anything。

　To　the　first　years　I　say　just　take　it　easy　and　enjoy

life　at　junior　high　schoo層，it’s　not　that　bad　and　hey　you

even　get　the　chance　to　study　Eng”sh　together　with　me．

（英語はむずかしくないよ！）

　At　the　moment　my　life　isちょ一ベリーNICE．the
weather，my　job，IMng　in　Tokamachi　and　the’piece　de　Ia

resistance’the　Hanami　season　is　upon　us．Atsukan　and

cherry　blossom．that’s　what　l　ca”perfection！

、

“尼5、
市内中学校英語指導助手。
イギリスマンチェスター出身。

雪がだんだんと消え、日に日に暖かさも増してきました。春が

やってきましたね。私の3年生はもう卒業してしまいました（シ

クシク）。そしてまた、私の受けもつ新入生たちの中学校生活が

始まりました（ワクワク）。

卒業生に一言、「ガンバッテ」。これからあなたたちの将来は自

分の手の中にあります。もしイイチャンスが自分にまわってきた

ら、迷わず飛び込んでください。何も後悔しないでね。

次に、新入生に一言、新しい中学校生活を楽しんでください。

中学校はそんなに大変じゃないよ。一番楽しい事は何？もちろん

マイケル先生と英語を勉強することですね。本当に英語はむずか

しくないよ。Let’sEnjoyBeautifu1English．

最近の生活はちょ一ベリーNICE。天気はいいし仕事も楽しい

し、大好きな十日町に住んでいるし、そしてなんといっても花見。

花見の季節がやってきました。熱燗と桜があれば何もいうことは

ないでしょう。　　　　　　（日本語訳：マイケルコノリー）
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新火葬場建設に向け

広域連携を実現

　
十
日
町
市
及
び
川
西
町
の
火
葬
場
業
務
や
ご
み
収
集

業
務
を
担
っ
て
き
た
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

が
、
4
月
1
日
㈲
よ
り
松
代
町
を
加
え
、
新
た
に
「
十
日

町
地
域
衛
生
施
設
組
合
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
新
火
葬
場
建
設

へ
の
合
意
が
1
市
2
町
の
間
に
整
っ
た
こ
と
を
受
け
て

実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
火
葬
場
建
設
へ
の
具
体
的
取

り
組
み
と
し
て
は
、
今
年
度
1
億
3
、
6
0
0
万
円
を

か
け
て
造
成
工
事
・
実
施
設
計
等
を
行
い
、
1
2
年
度
の

建
設
工
事
を
経
て
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
な
お
、
建
設

場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
街
か
ら
ほ
ぽ
等
距
離
に
あ
た

る
、
名
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
付
近
（
市
街
地
か
ら
み
て
、
入
り

口
手
前
左
側
約
1
0
0
m
付
近
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
り
　
　
第
7
回
目
を
迎
え
た
大
好
き
十
日
町
会
の
「
花
見
ツ

で
踊
ア
⊥
が
4
月
4
日
㈲
、
上
野
公
園
の
花
見
広
場
で
に

下
輪
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
．
花
は
今
が
盛
り
の
満
開
模

の
大
様
・
ま
た
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
く
の
空
模
様
と
・
ま

桜
の
さ
に
絶
好
の
お
花
見
日
よ
り
で
す
．

の
唄
＋
日
町
出
発
組
5
9
人
・
現
地
集
合
組
1
3
1
人
の
計

h
ソ
　
、

し
珂
1
9
。
人
の
大
集
団
は
、
い
く
つ
も
の
車
座
に
な
り
古

つ
田
里
の
味
と
話
題
を
肴
に
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。
宴

び
日
の
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
抽
選
会
・
そ
し
て
締
め
く

花
十
く
り
は
＋
日
町
小
唄
の
大
き
な
輪
踊
り
・
び
っ
し
り
と

　
　
　
　
埋
ま
っ
た
花
見
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
ち
、

　
　
　
　
「
ど
の
よ
う
な
皆
さ
ん
で
す
か
」
と
声
を
か
け
る
人
た

　
　
　
　
ち
も
お
り
、
十
日
町
市
を
大
い
に
P
R
し
ま
し
た
。

問
健
健
奮

●

三
度
の
食
事
で

　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り

◎
心
身
を
支
配
し
て
い
る
リ
ズ
ム

　
人
問
は
昔
か
ら
太
陽
の
光
の
リ
ズ

ム
に
そ
っ
て
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

朝
に
目
が
覚
め
、
昼
間
に
活
動
を
し
、

夜
に
な
る
と
眠
く
な
る
と
い
う
自
然

の
リ
ズ
ム
が
体
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
体
内
時
計
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
頃
で
は
、
多
く
の
人
が

昼
夜
の
区
別
な
く
行
動
し
て
い
る
た

め
、
中
に
は
体
内
時
計
の
狂
い
か
ら

健
康
へ
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
体
内
時
計
を
狂
わ

せ
る
よ
う
な
不
規
則
な
生
活
は
、
生

活
習
慣
病
や
が
ん
、
ス
ト
レ
ス
の
蓄

積
な
ど
体
や
心
の
病
気
に
も
つ
な
が

り
や
す
い
の
で
す
。

　
私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
体
内
時
計
の
リ
ズ

ム
と
生
活
の
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
切

な
役
割
を
果
た
す
の
が
規
則
正
し
い

食
事
で
す
。
毎
日
、
3
度
の
食
事
を

ほ
ぼ
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る
こ
と

で
、
狂
い
が
ち
な
体
内
時
計
を
正
し

く
セ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

◎
朝
食
で
目
覚
め
る
体
内
時
計

　
最
近
、
朝
食
を
と
ら
な
い
人
や
、

菓
子
パ
ン
だ
け
で
済
ま
せ
る
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
体
内
時

計
を
順
調
に
作
動
さ
せ
る
に
は
し
っ

か
り
と
し
た
朝
食
が
必
要
で
す
。

　
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
必
要
な
の
は

炭
水
化
物
（
ご
は
ん
な
ど
）
に
含
ま

れ
て
い
る
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。
ま
た
体

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
は
蛋
白
。

質
（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
な
ど
）
が

不
可
決
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
は
脂
質
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
る
時
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
（
野
菜
、
果
物
な
ど
）
も
欠
か

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
朝
に
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
眠
っ
て
い
る
間
に
下
が

っ
た
体
温
を
上
げ
、
血
液
の
循
環
を

活
発
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
規
則
正

し
い
朝
食
が
脳
や
体
内
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
供
給
し
、
頭
も
体
も
ス
ッ
キ
リ

と
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
朝
食
を
し
っ
か
り
と
ら
な
い
と
、

午
前
中
は
ボ
ー
ッ
と
し
て
し
ま
い
、

先
生
の
話
は
う
わ
の
空
で
、
勉
強
に

集
中
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
に
も
意
欲
が
わ
か
ず
、
ミ
ス
を

す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
4
月
は
新
し
い
生
活
を
始
め
る
人

が
多
い
季
節
で
す
。
し
っ
か
り
と
食

事
を
と
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え

て
仕
事
や
勉
強
に
励
み
ま
し
ょ
う
。
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か
け
ま
せ
ん
か

野
沢
恒
雄
写
真
展

　
　
　
　
野
の
風
の
道

　
妻
有
を
は
じ
め
新
潟
の
風
景
を
写
真
と

ス
ラ
イ
ド
映
写
で
つ
づ
り
ま
す
。
獲
日
時

H
4
月
1
6
日
樹
～
1
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
5
時
（
ス
ラ
イ
ド
映
写
「
ア
ー
ス
ス
ピ

リ
ッ
ト
ー
地
球
の
鼓
動
を
聞
く
旅
ー
」
は

16

日
午
後
7
時
～
）
霧
参
加
費
H
無
料
霧

場
所
”
な
ご
み
の
家
（
塚
原
町
）
霧
間
合

せ
H
野
沢
恒
雄
（
費
0
2
5
7
9
1
2
1

1
0
5
1
）
へ
。

「
水
」
を
考
え
る
講
演
会

　
水
を
通
し
て
環
境
問
題
や
私
た
ち
の
身

の
ま
わ
り
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧
講
師
H
黒
川
薫
氏
（
新
井
ビ
ー
ル
醸
造

所
ブ
ル
ー
マ
ズ
タ
ー
・
醸
造
長
）
霧
演
題

細
「
水
」
雛
日
時
H
4
月
1
8
日
㈲
午
前
1
0

時
3
0
分
～
正
午
霧
場
所
目
サ
ン
ク
ロ
ス
霧

入
場
料
H
無
料
霧
問
合
せ
H
島
本
ひ
ろ
み

（
盈
5
7
1
9
7
4
9
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

　
　
　
　
さ
く
ら
の
ま
き

　
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

ほ
か
を
行
い
ま
す
。
霧
日
時
判
4
月
2
4
日

ω
午
後
3
時
～
4
時
纏
場
所
H
公
民
館
本

館
笏
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
智
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

映
画
「
ち
ぎ
れ
雲
」
上
映

　
身
近
な
課
題
、
老
人
介
護
に
つ
い
て
の

映
画
を
上
映
し
ま
す
。
霧
日
時
H
4
月
2
5

日
㈲
午
後
7
時
～
（
開
場
午
後
6
時
）
霧
場

所
H
川
西
中
学
校
体
育
館
雛
入
場
料
ほ
前

売
”
5
百
円
（
当
日
”
8
百
円
）
小
学
生

一
無
料
（
入
場
券
は
公
民
館
本
館
に
も
あ

り
ま
す
）
霧
そ
の
他
H
乳
幼
児
の
入
場
は

原
則
不
可
雛
主
演
H
田
中
実
、
細
川
直
美

笏
問
合
せ
H
川
西
町
福
祉
課
（
盈
6

8
1
3

1
1
1
内
線
2
3
2
）
春
日
へ
。

4
月
の
子
ど
も
映
写
会

霧
日
時
月
4
月
2
4
日
ω
午
前
1
0
時
～
雛
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
影
内
容
H
ヘ
レ

ン
ケ
ラ
ー
、
お
や
ゆ
び
姫
、
ラ
ン
ボ
ー
の

秘
密
雛
入
場
料
H
無
料
笏
間
合
せ
月
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

広
く
異
文
化
を
知
ろ
う

　
　
　
　
　
～
　
韓
　
国
　
編
　
～

笏
日
時
H
4
月
2
4
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～

雛
場
所
H
公
民
館
本
館
笏
内
容
H
韓
国
出

身
の
車
煕
淑
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
参
加

者
全
員
で
韓
国
料
理
（
お
好
み
焼
き
）
を

作
り
ま
す
。
笏
参
加
資
格
⊥
局
校
生
以
上

笏
参
加
費
H
5
百
円
（
当
日
徴
収
）
笏
定

員
30
人
笏
申
込
み
H
4
月
21
日
㈱
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
公
民
館
本
館
内
智
5
7
－
5

0
1
1
）
へ
。

◆
平
成
11
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
の
平
成
n
年
度
の
保
険
料
は

月
額
1
3
、
3
0
0
円
に
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
付
加
保
険
料
の
月
額
4
0
0

円
も
据
え
置
か
れ
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
市

民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
定
例
社
会
保
険
相
談
所
の
お
知
ら
せ

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

や
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
笏
日
時
U
原
則
毎
月

第
2
・
4
木
曜
日
午
前
1
0
時
～
正
午
、
午

後
1
時
～
3
時
笏
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
笏
問

合
せ
U
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
（
智
0

2
5
7
1
7
0
1
2
2
1
1
）
へ
。

◆
押
し
花
教
室
受
講
生
募
集

　
庭
先
や
野
山
に
咲
く
美
し
い
花
を
押
し

花
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
勿
日
時
H
毎
月

第
2
土
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
笏
会
場
1
1

十
日
町
郵
便
局
2
階
（
本
町
6
）
笏
問
合

せ
・
申
込
み
1
1
関
ロ
ス
ミ
イ
（
費
5

7
1
3

8
7
9
）
ま
た
は
西
野
た
め
よ
（
智
5

7
1

8
8
0
2
）
へ
．

◆
青
少
年
ホ
ー
ム
受
講
生
募
集

笏
募
集
講
座
”
①
花
道
②
茶
道
③
料
理
④

着
付
け
⑤
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
⑥
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
笏
受
講
資
格
h
3
0
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
男
女
笏
申
込
み
H
保
険
料
・
会
費
（
千

円
）
を
添
え
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
智
57

－
8
9
1
8
）
へ
。
笏
受
講
料
H
⑤
⑥
は

寄付ありがとう
　　　3月25日届け出分まで（敬称略）

幽地域福祉事業へ＝川崎正子（川西

町・10万円）、十日町懐メロ愛好会

（128，373円）、宮下青年会（8，564円）

囹交通遺児等援助基金へ二十日町警

察署交通課（河内町・487円）

囹公民館図書室へ＝西野善一（島）、

藤木恵一（妻有町西1）、二瓶良子（昭

和町3）、高橋晴美（城之古1）、立

正佼正会十日町教会（稲荷町2）、吉

田小学校6年生一同、津南町教育委

員会生涯学習課

圃博物館へ＝熊木保治（桜木町）、重

野桂二（稲荷町3東）

囹情報館建設準備室へ＝高橋ミツヱ

（高田町4）、儀同保（東京都）庭野

勇吉（高田町3西）、津南高等学校（津

南町）

平
成
1
1
年
度
の
地
価
公
示

　
3
月
2
5
日
に
平
成
1
1
年
度
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都

市
計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
（
標
準
地
）
を

選
び
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
ま
た
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、
公
共
用
地
な

ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

【
公
示
価
格
を
売
買
の
参
考
に
】

　
土
地
の
形
状
、
道
路
条
件
、
駅
か
ら
の
距
離
な
ど
を
標
準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が
分
か
り
ま
す
。
土

地
を
売
買
す
る
時
に
は
、
ま
ず
公
示
価
格
を
調

べ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
公
示
価
格
の
ほ
か
、
県

で
は
市
内
の
宅
地
8
か
所
、
山
林
1
か
所
の
地

価
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
価
格

も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
役
所
で
縦
覧
で
き
ま
す
】

　
標
準
値
の
地
価
、
標
準
値
が
接
す
る
道
路
の

種
類
・
幅
員
、
標
準
値
の
土
地
利
用
の
状
況
等

を
細
か
く
記
載
し
た
関
係
書
類
は
、
市
役
所
に

県
内
す
べ
て
の
も
の
が
そ
ろ
え
て
あ
り
、
だ
れ

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

笏
間
合
せ
月
企
画
人
事
課
企
画
係
（
費
5
7
1
3

　
1
1
1
）
へ
。

（平成11年1月1日現在価格〈市内の地価公示価格〉

糠
難
難

藤　　　　　　嚢i 麟餐爾灘
字西浦寅甲73　（西浦町東） 68，700

住吉町135　　　　　　（島） 39，600

寿町2丁目2－28　（寿町2） 60，600

字西三ノ町寅甲17－1　（本町3） 180，000

字道下549外　　（本町1上） 87，000

74
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申
込
時
に
そ
れ
ぞ
れ
2
、
5
0
0
円
・
2

千
円
の
受
講
料
が
必
要
。
笏
開
講
式
”
4

月
2
6
日
㈲
午
後
7
時
30
分
～
笏
そ
の
他
H

施
設
利
用
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
も
募
集

中
。
（
登
録
に
よ
り
使
用
料
減
免
）

◆
成
人
講
座
受
講
者
募
集

笏
コ
ー
ス
“
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
フ
ル

ー
ト
、
彫
刻
笏
参
加
資
格
H
2
0
歳
以
上
の

市
民
勿
募
集
人
員
1
1
各
コ
ー
ス
30
人
（
先

着
順
）
笏
申
込
み
H
申
込
書
に
入
講
料

（
1
、
5
0
0
円
）
と
官
製
ハ
ガ
キ
ー
0
枚

（
記
入
不
要
）
を
添
え
、
公
民
館
本
館
（
費

57
1
5
0
1
1
）
へ
。
申
込
書
は
公
民
館

本
館
に
あ
り
ま
す
。

◆
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
い
い
汗
流
し
て
親
睦
の
輪
を
広
げ
ま
せ

ん
か
。
勿
参
加
資
格
11
概
ね
5
5
歳
以
上
の

人
笏
種
目
一
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
民
謡
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
ほ
か
笏
日
時
1
1
毎

週
水
曜
日
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
み
毎
週
月

曜
日
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
笏
場

所
H
市
民
体
育
館
笏
年
会
費
H
2
千
円
笏

申
込
み
H
宮
沢
（
暦
52
1
2
6
8
3
）
ま

た
は
田
口
（
智
52
1
2
6
8
3
）
へ
。

◆
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
参
加
者
募
集

　
バ
ス
ケ
好
き
の
小
学
4
～
6
年
生
集
合

笏
日
時
”
毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

9
時
勿
会
場
臼
総
合
体
育
館
笏
年
会
費
ー

5
千
円
勿
申
込
み
1
1
4
月
末
ま
で
に
総
合

体
育
館
（
盈
52
i
4
3
7
7
）
へ
。

◆
1
1
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
中

笏
受
験
資
格
H
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
～
5
3

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
の
あ
る
人
。
4
7
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
修

了
見
込
者
含
む
）
笏
試
験
科
目
H
1
次
試

験
”
筆
記
試
験
（
一
般
教
養
、
専
門
科
目
）

2
次
試
験
H
小
論
文
、
口
述
試
験
、
身
体

測
定
笏
試
験
日
H
5
月
2
9
日
ω
・
30
日
㈲

勿
受
付
締
切
”
5
月
1
4
日
㈹
笏
問
合
せ
H

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所
奥

田
（
智
0
2
5
8
1
33
1
0
2
5
6
）
へ
。

◆
特
許
・
商
標
な
ん
で
も
1
1
0
番

　
特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
・
商
標
の
出

願
、
訴
訟
、
調
査
、
外
国
で
の
特
許
取
得

な
ど
の
ほ
か
、
知
的
所
有
権
全
般
に
つ
い

て
弁
理
士
が
無
料
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。
笏
日
時
H
毎
週
月
～
金
曜
日
午
前
1
0

時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時
笏
電
話
番

号
H
O
3
1
3
5
8
1
1
1
2
1
1

◆
地
元
消
防
団
が
T
V
放
映
さ
れ
ま
す

　
大
切
な
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
日
夜
活
躍
を
続
け
る
十
日
町
市
消
防

団
の
様
子
が
放
映
さ
れ
ま
す
。
勿
放
送
日

時
ー
4
月
1
9
日
㈲
午
前
7
時
5
分
～
7
時

10

分
の
間
、
T
e
N
Y
で
放
映
。

◆
断
酒
友
の
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
ヘ
の
依
存
や
お
酒
で
体
調

を
こ
わ
し
て
い
る
人
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

断
酒
を
し
て
い
る
仲
間
が
集
い
、
経
験
を

語
り
合
い
な
が
ら
断
酒
を
継
続
し
ま
す
。

笏
日
時
日
4
月
2
5
日
㈲
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分
勿
場
所
”
公
民
館
本
館
笏
問
合

せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

　
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
4
月
1
日
以
降
の
受
診
分
に
つ
い
て
、

外
来
・
入
院
の
負
担
額
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
老

人
医
療
と
同
額
の
費
用
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
県
乳
・
県
幼
・
市
単
・

県
障
・
県
親
・
県
老
の
各
制
度
も
同
様
に
負
担
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

【
外
来
】
1
日
に
つ
き
　
5
0
0
円
1
↓
5
3
0
円

※
同
一
の
医
療
機
関
に
1
月
に
つ
き
4
回
ま
で
負
担
、
最
高
2
、
1
2
0
円
。

　
薬
剤
一
部
負
担
金
の
取
り
扱
い
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
入
院
】
一
日
に
つ
き
　
ー
、
1
0
0
円
1
↓
1
、
2
0
0
円

獲
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
（
智
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

費＿県
助老老
成人
）医
　療

助家＿県
成庭ひ親
）医と
　療り
　費親

費障＿県
助害重障
成者度
）医心
　療身

費＿県
助幼幼
成児・
）医市
　療単

費＿県
助乳乳
成児
）医
　療

き・．…雛『

馨
．
』鑛．1、

老おと65
人より歳
　び暮～
　寝ら69
　たし歳
　き老の
　り人ひ

3に等母
月達＿子
末し子・
日たが父
ま最満子
で初18家
）の歳庭

所1身療
持～体養
者3障手
　級害帳
　の者の
　手手A
　帳帳’

で初6満
のの歳1
児3に歳
童月達以
　末し上
　日た～
　ま最満

の1－1／懸
末歳出歳
日に生未
ま達日満
でしか児
）たら
　月満

灘灘…

…灘馨i…

慧欝i
雛難

外入

来院

外入

来院

外入
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入
院
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来院
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、

鎌屡『嚢
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懇
、
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な
　
　
し

額限当児
　にの童
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　た制手

な
し

な
し

難辮・翼

i…き……磯、

・…箋灘．．
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手う証
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）健印

課あ一従i慧i
でわ通来・、、

手せ常ど箋
続てはお．
）健出り
　康生
　福届
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雛
雛』

講
雛
l
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ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

　翻㈱覇麟・一

品　　　　名 規　格 希望価格

オイルヒーター
リモコンなし
新品同様 7千円

アルペンスキー一式 スキー190cm 5千円男性用靴25．5cm

応接3点セット 焦げ茶色 相談で

夏タイヤ　4本
ヨコパマタイヤ

215－45－178分山
／／

ラジアルタイヤ 4本
アルミホイル付き

　175－13
ノノ

スノータイヤ 4本
スケールホイル付き

　165－13
〃

ラジアルタイヤ 4本
ホンダ車ホイル付き

　165－70－13 2万円

座 卓 1．2m×0．9m 5千円

石油ファンヒーター 大型新品
事務所用 3万5千円

マタニティドレス 礼装用（結婚式） 相談で

普通車（マーチ1000cc〉
H元年初年度登録
スタッドレスタイヤ着用

〃

ベビーベツ ド 4千円

ベ　ビ　ー　バ ス 千円

ベビーベツ ド 無　料

ベ　ビ　ー　バ ス 〃

ベビークーハン
／／

自　　転 車
スポーツタイプ

点検修理必要
ノノ

自　　転 車 小学校高学年用
　　赤

〃

田　　　植 機 ヤンマー
2条植え 1万円

座 卓 1．2×0．85m 8千円

衣料乾燥 機 4千円

タ　　　イ ヤ
アルミホイル付き

265－75－16
相談で

サツカーシューズ 新品プーマ
　23cm

／ノ

麟麟騰観撚・麟薯…毒

剣道防具一式 お面・胴具 相談で

ベ　ビ　ー　カ 一 A型 ／ノ

2　段ベ　ツ 卜 子供用 〃

蓄音機の 針 未使用のもの
ノ／

婦人用自転車 大人用 〃

夏　用　タ　イ ヤ 185－65－14R 〃

　，　　鰍　『

一眼レフカメラ
／／

電気オーブン 発酵付きのもの 〃

太　　　編 機 〃

ベ　　ビ　　ー 服 女の子用80cm できたら無料で

アルペンスキー一式
子供用（女の子）

靴22～22．5cm 相談で

解きはぬいミシン
ノ／

パイプベツ ド 〃

石油ス　トーブ
／／

ワ　ー　　プ 口 機種問わず ノ／

食　卓　一 式 4人用 〃

チャイルドシート
ノノ

50cc　バ　イ ク スクーター 〃

ウェデイングドレス 13号 1万円

ドラムセッ 卜 相談で

冷凍庫（ストッカー） 〃

75平成11年4月10日号
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蔽
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瀦
欝
灘

十
日
町
市
史
を
読
む
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噸
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ぬ
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謬
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絹
縮
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欝
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鱗
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き
き
　
　
　
　
　
し
じ
ハ
　
　
　

　
　
　
．
萎
　
　
灘
羅

　
　
　
灘
．
鎌
縫
　
霧

摺
縣
　
　
　
　
　
　
　
範

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゑ
　
　
き
　
な
ド
　
ド

　
　
　
　
　
ぱ
　
ず

　
籔
纏
　
．
鰹
　
．
の
効
搬

　
　
　
ひ

　
　
　
懸
羅
懇
黙
難

　
　

襲
　
馨
畿
樹
、
蟹
㎜
　
購
・

雛嚢

　
　
　
当
地
方
の
特
産
品
・
越
後
縮
の
生

　
　
産
は
、
十
八
世
紀
末
に
最
盛
期
を
迎

　
　
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
絹
を
つ
か

　
　
っ
た
新
し
い
織
物
の
動
き
が
始
ま
り

　
　
ま
し
た
。

　
　
　
市
域
で
、
養
蚕
を
行
っ
て
い
た
こ

　
　
と
を
確
認
で
き
る
最
も
古
い
資
料
は
、

　
　
船
坂
・
徳
永
家
に
残
っ
て
い
た
、
文

　
　
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
九
貫
三
百

　
　
匁
（
約
三
五
難
）
の
ま
ゆ
を
生
産
し

　
　
た
と
い
う
記
録
で
す
。

　
　
　
縮
問
屋
・
加
賀
屋
の
資
料
で
は
、

　
　
文
政
十
年
に
「
近
ご
ろ
京
・
大
阪
・

　
　
　
　
　
　
　
騒
撒
謹
響

　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
撒

　
　
　
　
　
　
　
　

嚢
鐸
懸
　
　
　
．
嚢

　
　
　
　
　
　
雛
灘
、
灘

　
　
　
　
　
　
蕪
、
雛

　
　
　
　
繍
　
藝

　
　
　
　
　
　
．
灘
鱗
澤
，
鞭
機

　
　
　
　
　
　
馨
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　

懸
雛
鑛

　
羅

蹴

　鰻馨鶏

　
甜
v，
・
奎
毒

　
　
　
　
灘
灘

’
融
囲
鑛

江
戸
で
絹
縮
が
流
行
し
て
い
る
の
で
、

十
日
町
で
も
生
糸
が
よ
く
売
れ
る
」

と
見
込
み
、
二
二
貫
匁
の
生
糸
を
仕

入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絹
縮
は
、
越
後
縮
と
同
じ
よ

う
に
、
い
ざ
り
機
で
織
ら
れ
た
薄
手

　
ひ
ら
お
り

の
平
織
の
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
絹
縮
の
生
産
に
飛
躍
的
な
進
歩
を

も
た
ら
し
た
の
は
、
宮
本
茂
十
郎
の

指
導
で
し
た
。

　
茂
十
郎
は
、
京
・
西
陣
の
織
物
職

人
で
、
文
政
十
二
年
に
一
之
町
の
松

屋
庄
兵
衛
が
加
茂
か
ら
連
れ
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
茂
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
き
や

郎
は
庄
兵
衛
の
娘
た
ち
五
人
に
透
綾

お
り織
の
技
法
を
教
え
た
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
茂
十
郎
の
最
大
の
功
績
は
、
い
ざ

　
　
　
　
　
　
た
か
ば
た

り
機
に
代
わ
る
高
機
の
製
造
方
法
を

伝
え
た
こ
と
で
す
。

　
い
ざ
り
機
は
単
純
な
平
織
し
か
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
シ
つ
こ
い
フ

れ
ま
せ
ん
が
、
高
機
は
多
く
の
綜
続

を
操
作
で
き
る
の
で
、
複
雑
な
織
り

方
が
で
き
ま
す
。

　
高
機
の
導
入
は
、
製
品
の
高
級
化

に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
通
史
編
6
（
織
物
）

、
　
　
　
　
－
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　　　　　　　　　　醒鰹、糀蠣　　オクチョウジザクラ

　4月になり新しい生命の息吹が感じられます。テレビでも桜前線の北

上を連日伝えるなど、桜と日本人は昔から切っても切れない間柄です。

この季節、残雪の残る山あいを見上げると、桜の花が遠目にも分かりま

す。公園などに見られるソメイヨシノのような豪華さはありませんが、

自然の中に咲く桜の美しさには目を引かれるものがあります。

　写真の「オクチョウジザクラ」は日本海に分布するサクラで、カスミ

ザクラとともに山桜といわれています。高木のカスミザクラに比べると、

大きくても3～4mくらいです。山桜の開花の合図で、植物たちはかれ

んな花を披露し、山々は日一日と緑色に変化していきます。
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十日町市民の動き

（3月末日現在）

44，322人（前月比一262）

21，770人（〃一134）

22，552人（〃　一128）

（前月比一54）12，920

・人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
4
月
1
日
の
異
動
に
よ
り
当
係
で
は
、
㊧

係
長
が
公
民
館
本
館
に
、
㊤
が
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
異
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
去
り
ゆ
く
先
輩
諸
氏
に
感

謝
。
そ
し
て
ま
た
、
4
月
か
ら
新
し
く
⑫
係

長
と
㊨
を
加
え
、
④
と
3
人
で
よ
り
よ
い
市

報
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
「
よ
い
市
報
」
と
い
う
の
も
、

な
か
な
か
意
見
深
い
言
葉
で
す
。
そ
れ
に
は

「
飽
き
ず
に
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
構
成
」

「
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
」
「
読
者
（
市
民
）

二
ー
ズ
の
反
映
」
「
印
刷
所
を
含
む
制
作
ス
タ

ッ
フ
の
労
力
を
軽
減
す
る
ス
ム
ー
ズ
な
作
業

体
系
の
確
立
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
素
が

あ
り
ま
す
。

　
私
個
人
は
今
年
中
に
、
D
T
P
（
原
稿
執

筆
と
同
時
に
版
下
製
作
の
前
段
ま
で
を
こ
な

す
作
業
体
系
）
の
導
入
に
つ
い
て
勉
強
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
は
、
努
力
を
か
か
さ
ず
市
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
づ
く
り
に
向
け

て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
④
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